
特集　特定健診はお得な健診です

変わる町営バス≪第３回≫

まちの話題 花のまちづくりに向けて　フラワーマスター認定講習会開催

行灯、屋台、コンサート　第２回つべつ七夕まつりが盛会に開催

今月の表紙　全国訪問おはなし隊　～ 本の楽しさに触れました ～

温故知新
活汲の発展に尽くす

活汲　竹中　誠一さん



平成20年度から始まった特定健診は、受診率が低いと医療保険者にはペナルティとして、後期

高齢者医療制度への支援金の支出が増額されます。その結果、みなさんが負担する保険税が増え

るなどの影響があり、今年度が重要な年になります。

「今年は絶対に受けようと思ってた」「ハガキが来たから受けるよ」と特定健診を受けてくださる

方や、「普段病院で検査しているから、その結果を町に出したらいいのかい」とみなし健診にご協

力くださる方々が多く、7月末で既に200名の方が特定健診を受診され、80名の方がみなし健診に

ご協力いただいています。

平成24年7月末現在の特定健診受診率　20％

200名が特定健診を受診、80名がみなし健診に協力！

特定健診お申し込み・ご相談

保健福祉課健康推進担当　†76－2151（内線232、332）

特 定 健 診 は お 得 な 健 診 で す
～平成 2 4 年 度 　津別町国保特定健診受診率の中間報告

※みなし健診は、普段病院で受けている検査結果や職場健診の結果を町に提出してくださる

ことで、特定健診を受けたとみなすことができる健診のことです。特定健診の必須項目を検

査していることが条件になります。詳しくは、役場もしくは通院先の病院にご相談ください。

今年度の目標は65％

目標達成にはみなさまのご協力が必要です

平成24年度の特定健診は、みなさまのご協力により、7月末現在、特定健診受診率（みなし健診

を含む）は、20％になっており、昨年の同時期と比べて、5.5％ほどアップしています。平成21年

度の1年間の特定健診受診率を上回る状況にあります。

しかし、国の目標である65％を達成するには、まだまだ多くの方々のご協力が必要です。

特定健診を受けないのはもったいない！

病院で受けられない検査も1,000円で受けられます

特定健診は、全身の病気の早期発見を目的に行っています。実は普段、病院で検査できる項目

には限りがあります。例えば、高血圧や脂質異常症で通院中の方は、糖尿病の詳しい検査

（HbA1c）や痛風の検査は保険証を使ってはできません。これらを自己負担で受けると1万円以上

かかることもあります。

しかし、「病院で検査しているから大丈夫」と思っている方が多いのが実情です。町の特定健診

を初めて受けられた方は「人間ドックみたいに充実した検査項目なのに、1,000円で受けられるの

はとってもお得！」とお話されていました。ぜひ、みなさまも特定健診をご利用ください。

町民会館の健診では、がん検診（胃・肺・大腸・前立腺・乳・子宮）や肝炎ウイルス検診、エ

キノコックス症検診も同時に受けられます。

なお、今年度61歳の方（S26.4.1～S27.3.31生）は、特定健診・がん検診が無料で受けられます。

●○特定健診の内容○●

問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、医師の診察、尿検査（糖、蛋白）、血圧測定、

血液検査：空腹時血糖、中性脂肪、コレステロール（ＬＤＬ、ＨＤＬ）、

肝臓の機能（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ-ＧＴＰ）

●○津別町国保が追加で行っている内容○●

HbA1ｃ（糖尿病）、クレアチニン（腎臓の機能）、尿酸（痛風）

心電図検査（一部の方） 他の市町村より充実しています！

この他に、２次健診として、糖尿病検査（糖負荷試験）や動脈硬化　　

検査を行っています。

糖尿病検査では、茶碗１杯のご飯を食べた時の血糖の上がり具合やインスリンの出方が分かる、

より詳しい検査です。他ではなかなか出来ない検査です！

今年度の町民会館の特定健診は、残り10月と2月です

10月の健診は９月３日申込受付開始！
※詳しくは、４～５ページをご覧ください

今年度の特定健診は

右記の予定になってい

ます。都合のよい時に

ぜひお受けください。

◎町民会館の特定健診 10月21日～22日、2月19日～20日

◎津別病院の特定健診 3月までの毎週木曜日、第1.3土曜日の午前中

◎網走厚生病院の人間ドック 3月までの平日

10月は乳がん・
子宮がん検診もあります

オプションで心電図・眼底検査も
受けられるようになりました

特定健診は、
とってもお得な
健診です。
受けないのは、
もったいない
ですよ！



＜ 場　所 ＞

町民会館

＜申込期間 ＞

９月３日（月）～14日（金）
※お電話もしくは直接窓口でお申込みください。

＜健診の日時＞

10月21日（日）・22日（月）
６：00～、６：30～、７：00～、７：30～

８：00～、８：30～、９：00～、９：30～
※ 各時間定員があります。

先着順となりますので、お早めにお申込みください。

問い合わせ・申し込み先　保健福祉課　健康推進担当　10番窓口　†76－2151（内線232、332）

秋 の 健 診 の 申 し 込 み 受 付 開 始 ! !
～ 年 に １ 度 の 健 診 で 健 康 チ ェ ッ ク ～

特特特特定定定定健健健健診診診診ののののごごごご案案案案内内内内

病院で検査を受けている方、職場健診を受けている方へ

「わざわざ特定健診を受けるのは…」とお考えの方、みなし健診のご協力をお願いいたします。町

に検査結果をお知らせいただくことで、特定健診を受けたとみなすことができます。ぜひ、役場

にご連絡をお願いいたします。

津別病院でも健診が受けられます！！（４０歳以上の方のみ）

日時：毎週木曜と第１・３土曜の午前中

申込：特定健診受診券と国民健康保険証を持って病院受付窓口で申し込んでください

※今年度61歳（S26.4.1～S27.3.31生まれ）になる方には、

無料受診券をお送りしております。ぜひご利用ください。

特定健診・生活習慣病健診
津別町国民健康保険加入者で

・ ３０～３９歳の方

・ ４０～７４歳の方

料金：１,０００円

後期高齢者健診

後期高齢者保険に加入されている方

（７５歳以上の方）

料金：５００円

ががががんんんん健健健健診診診診等等等等ののののごごごご案案案案内内内内
年々、がんになる方が増えています。
がんは早期に見つけ、治療することで治る可能性の高い病気です。
下記の検診は保険の種類に関係なく津別にお住まいの方は受けられます。

※ 今年度61歳（S26.4.1～S27.3.31生まれ）になる方は、

検診料は無料です。
※ 無料クーポン券の対象の方は、ぜひ検診をお受けください。



開
成
線
の
津
別
市
街
内
の
路
線
は
、

こ
れ
ま
で
は
緑
町
か
ら
津
別
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
経
由
し
て
豊
永
バ
ス
車

庫
を
終
点
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
10

月
１
日
以
降
は
緑
町
か
ら
河
岸
公
園

前
、
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
、
豊
永
バ

ス
車
庫
を
経
由
し
て
、
終
点
が
津
別

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
り
ま
す
。
豊

永
に
は
、
新
た
に
津
別
中
学
校
入
口

の
バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

北
見
市
街
で
は
、
国
道
を
右
折
せ

ず
夕
陽
ヶ
丘
通
ま
で
進
み
、
夕
陽
ヶ

丘
通
を
右
折
し
て
北
斗
高
校
、
北
見

郵
便
局
を
経
由
し
て
終
点
で
あ
る
北

見
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
経
路
と
な

り
ま
す
。（
経
路
図
参
照
。）

運
行
は
、
町
営
バ
ス
の
と
き
と
同

じ
12
便
（
６
往
復
）
で
す
。
主
な
時

刻
は
表
１
の
時
刻
表
の
と
お
り
で
、

運
行
日
は
、
次
に
よ
り
ま
す
。

①
１
月
１
日
　
全
便
運
休

②
土
・
日
・
祝
祭
日
　
始
発
１
便
が

運
休

③
年
末
年
始
　
土
・
日
・
祝
祭
日
の

運
行
に
準
ず
る
。

運
賃
に
つ
い
て
は
、
初
乗
り
が
１

１
０
円
か
ら
１
５
０
円
に
上
が
り
ま

す
。
主
な
区
間
の
運
賃
は
、
表
２
の

と
お
り
で
す
。
津
別
町
役
場
〜
北
見

間
は
９
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

通
学
定
期
は
、
北
見
津
別
間
は
現

行
料
金
と
同
程
度
に
な
り
ま
す
。
た

だ
、
市
内
の
通
学
定
期
は
こ
れ
ま
で

と
違
い
、
同
じ
北
海
道
北
見
バ
ス
の

乗
り
継
ぎ
に
な
り
ま
す
の
で
、
割
引

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

定
期
券
は
、
北
見
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
北
見
バ
ス
美
幌
営
業
所
、
津
別

ハ
イ
ヤ
ー
で
購
入
で
き
ま
す
が
、
津

別
ハ
イ
ヤ
ー
は
取
次
所
で
す
の
で
、

即
時
購
入
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

料
金
、
定
期
券
購
入
等
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
北
海
道
北
見
バ
ス
営
業

所
（
℡
０
１
５
７
ー
23
ー
２
１
８
１
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

開
成
線
で
も
、
フ
リ
ー
乗
降
区
間

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
津
別
緑
町
か
ら

北
見
市
北
上
の
バ
ス
停
の
間
で
、
こ

の
区
間
で
あ
れ
ば
停
留
所
以
外
で
も

乗
降
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
停
車
禁

止
区
間
や
乗
降
に
危
険
と
判
断
さ
れ

る
場
所
（
カ
ー
ブ
や
坂
道
の
途
中
な

ど
）
で
は
、
フ
リ
ー
乗
降
は
で
き
ま

せ
ん
。

フ
リ
ー
乗
降
の
場
合
の
運
賃
は
、

乗
車
は
手
前
の
バ
ス
停
か
ら
、
降
車

は
次
の
バ
ス
停
ま
で
を
区
間
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

通
学
定
期
で
町
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
は
本
人
負
担

分
を
支
払
う
だ
け
で
定
期
券
を
購
入

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
10
月
か
ら
は
、
定
期
券
の

購
入
に
際
し
て
は
い
っ
た
ん
全
額
を

支
払
い
、
そ
の
後
補
助
金
を
町
に
請

求
を
し
て
、
指
定
口
座
に
振
り
込
ま

れ
る
と
い
う
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
違
い
、
購
入
の
際
に

一
時
的
に
大
き
な
支
払
い
が
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
続
き
北
海
道
北
見
バ
ス
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
路
線
と
区
間
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

●
開
成
・
津
別
線
　
津
別
〜
北
見
間

●
美
幌
・
津
別
線
　
津
別
〜
美
幌
間

な
お
、
相
生
線
や
上
里
線
な
ど
の

混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
る
場
合
、

バ
ス
無
料
乗
車
券
は
無
料
で
す
の
で

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
事
前
に
ご
予
約

を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
予
約
方
法
の
詳
細
は
、
広
報
７
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
以
降
、
町
営
バ
ス
の
回
数
券

と
定
期
券
は
、
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
払
戻
し

も
行
い
ま
せ
ん
。
回
数

券
は
期
限
ま
で
に
使
い

切
る
か
、
９
月
中
に
払

戻
し
の
手
続
き
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

払
戻
の
手
続
き
先
は
、

建
設
課
バ
ス
担
当
（
役

場
２
階
）
で
す
。

�
　�

開成線は　北見バスが運行
変わる町営バス　第３回

主な停留所名

北 　 　 見

北見郵便局

北 斗 高 校

寿 　 　 町

とん田仲通

北 　 　 上

最　　上

津別緑町

津 別 西 町

河 岸 公 園

共和生きがいセンター

町営バス車庫

津別中学校入口

津別児童館

津別町役場

１

7：15

7：17

7：19

7：21

7：26

7：34

7：48

7：59

8：00

8：01

8：02

8：03

8：04

8：05

8：07

２

8：10

8：12

8：14

8：16

8：21

8：29

8：43

8：54

8：55

8：56

8：57

8：58

8：59

9：00

9：02

３

11：08

11：10

11：12

11：14

11：19

11：27

11：41

11：52

11：53

11：54

11：55

11：56

11：57

11：58

12：00

4

14：30

14：32

14：34

14：36

14：41

14：49

15：03

15：14

15：15

15：16

15：17

15：18

15：19

15：20

15：22

5

17：04

17：07

17：09

17：12

17：17

17：27

17：40

17：51

17：52

17：53

17：54

17：55

17：56

17：57

18：01

6

19：13

19：15

19：17

19：19

19：24

19：32

19：46

19：57

19：58

19：59

20：00

20：01

20：02

20：03

20：05

主な停留所名

津別町役場

津別児童館

津別中学校入口

町営バス車庫

共和生きがいセンター

河 岸 公 園

津 別 西 町

津 別 緑 町

最 　 　 上

北 　 　 上

とん田仲通

寿 　 　 町

北 斗 高 校

北見郵便局

北 　 　 見

１

6：10

6：10

6：11

6：12

6：13

6：14

6：15

6：16

6：27

6：41

6：48

6：53

6：55

6：57

7：02

２

6：56

6：56

6：57

6：58

6：59

7：01

7：02

7：03

7：14

7：28

7：36

7：41

7：44

7：47

7：53

３

9：20

9：20

9：21

9：22

9：23

9：24

9：25

9：26

9：37

9：51

9：58

10：03

10：05

10：07

10：12

4

12：15

12：15

12：16

12：17

12：18

12：19

12：20

12：21

12：32

12：46

12：53

12：58

13：00

13：02

13：07

5

15：57

15：57

15：58

15：59

16：00

16：02

16：03

16：04

16：15

16：29

16：37

16：42

16：45

16：48

16：54

6

18：11

18：11

18：12

18：13

18：14

18：15

18：16

18：17

18：28

18：42

18：49

18：54

18：56

18：58

19：03

開成・津別線の主な時刻表（津別行）

津別町役場

津別緑町

津別西町

津別中学校入口（新設）

町営バス車庫
河岸公園

津別児童館

津別市街地内経路

開成・津別線の主な時刻表（北見行）

150

150

150

150

150

150

150

150

150

150

760

790

810

820

840

200

820

850

870

880

900

200

230

870

900

920

930

950

200

200

240

890

920

940

950

950

200

200

200

240

900

930

950

950

950

町
営
バ
ス

車
庫

共
和
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー

津
別
西
町

津
別
緑
町

北
　
上

北
斗
高
校

北
見
郵
便
局

北
　
見

（単位：円）

10
月
１
日
か
ら
開
成
線
の
運
行
が
、
町
営
バ
ス
か
ら
北
海
道
北

見
バ
ス
に
変
わ
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
民
間
バ
ス
と
な
る
開
成

線
の
運
行
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表２
主なバス停までの運賃

表１

運
　
賃

運
行
路
線

運
行
時
刻

フ
リ
ー
乗
降

通
学
補
助
金

バ
ス
無
料
乗
車
券

南大通

無加川橋

野付牛自動車学校

錦町

北光社

北５線

北上

開成第一

中野牧場

開
成
第
三

開成峠

チミケップ入口

林
宅
前

最
上
17
番

最
上
６
番

西
達
美
達
美

開成

回
数
券
等
払
戻
し

津
別
町
役
場

南
大
通

フリー乗降区間

北進３号線

とん田仲通

寿町
緑園通 北斗高校 学園通

北見郵便局
２条通

北見

注意：停留所は、
大まかな位置で
表しています。

注意：停留所は、
大まかな位置で
表しています。

北
海
道

最
上

現
在
、
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
に
交
付
さ
れ
て
い

る
バ
ス
無
料
乗
車
券
は
、
町

営
バ
ス
が
廃
止
に
な
っ
て
も
、

先にお知らせしていました
混乗スクールバスの予約をお
受けする、直通電話の番号が
決まりました。

７６－２１６６番
ファクシミリも同じ番号で
す。ご予約はこの番号に、直
接お申し込みください。
※予約受付は９月10日からです。

北光４号線（往路のみ）

問い合わせ先　建設課道路車両グループ　†76－2151（内線251）



これまでの受入実績と今後の予定

都
市
と
農
村
の
交
流
の
推
進
は
、

「
人
・
も
の
・
情
報
」
の
行
き
来
を
活
発

に
し
、
都
市
と
農
山
漁
村
そ
れ
ぞ
れ
に

住
む
人
々
が
お
互
い
の
地
域
の
魅
力
を

分
か
ち
合
い
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に

重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

年度 学校数 延べ人数 延べ日数

平成20年度 １校

平成21年度 ３校 262人 11日

平成22年度 ※宮崎県の口蹄疫発生に伴い受入中止

平成23年度 ３校 328人 11日

平成24年度(予定) ２校(８月・９月) 200人 ９日

都
市
と
農
村
の
交
流

〜
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
取
り
組
み
〜

こ
れ
ま
で
に
青
少
年
交
流
等
で
、
船
橋

市
や
南
ア
ル
プ
ス
市
と
の
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
町
内
の
農
家
で
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
本
格
的
に
、
都
市
の
高
校
や
専

門
学
校
等
の
教
育
旅
行
（
修
学
旅
行
や
研

修
旅
行
）
を
受
入
れ
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
８
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
、
大

阪
ぺ
ピ
イ
動
物
看
護
専
門
学
校
の
酪
農
体

験
研
修
を
実
施
。
さ
ら
に
９
月
28
日
か
ら

も
１
校
の
受
入
れ
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

受
入
れ
し
た
農
家
で
は
、
生
活
ス
タ
イ

ル
は
そ
の
ま
ま
に
、
宿
泊
・
食
事
・
農
業

を
一
緒
に
行
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
農
家

（
農
村
）
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
農
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、

都
市
に
帰
っ
て
家
族
や
知
人
に
話
を
す
る

な
か
で
、
『
津
別
町
農
業
の
応
援
団
』
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

受
入
れ
は
、
農
家
が
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
『
津
別
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
運
営
協
議
会
』
（
事
務
局：

町
、
Ｊ

Ａ
つ
べ
つ
）
が
窓
口
と
な
り
教
育
旅
行

等
を
受
入
対
象
と
し
て
農
業
体
験
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ先　産業振興課農政グループ　†76－2151（内線261）

シンボルキャラクター
グリンツくん

10月に「友好都市」締結の調印を行い、今

後様々な交流を予定している二水郷（郷は町

の意味）についてご紹介します。

●位　置

台湾の中心部からやや西寄りに位置しています。

●面　積

29.44キロメートル（津別町の約24分の1）

※以降、カッコ内は津別町との比較

●人　口

16,224人（約2.9倍）

●気　候

亜熱帯型、夏は長く冬は短く年中温暖で4月～10月の

平均気温は25度以上（約13.3度）、11月～3月でも15度

以上（約4.4度）あります。年間降雨量は平均1,500ミリ

（平均約790ミリ）で、その80％が夏に集中しています。

●歴　史

二水はもともと「二八水」と呼ばれ、開墾以来300年

の歴史があり、清の時代（18世紀）には大規模な灌漑用

水路が引かれ、近隣も含め２万ヘクタールに及んだ土地

を潤し、全面的開発を促しました。これが「二八水」開

拓の全盛期でした。「二八水」は後に「二八水庄」とな

り、日本支配時代に「二水庄」に改められ、戦後中華民

国政府が「二水郷」を設置し現在に至っています。

二水は、台湾中央部の南投県山間部に出入りする玄関

口にあたり、日本支配時代に物資集散地として栄え、現

在も町にあるバロック式の赤レンガ建築が古き良き時代

の面影を残しており、当時の栄華を偲ばせています。

●農産物

温和な天候で雨量も多く、灌漑用水路も整備されてい

るため、農産物は豊かで特に米は有名となっており、そ

の他にも茄子、ゴーヤ、へちまなどの野菜とザボン、グ

アバなどの果物も盛んに栽培されています。

また、農民たちが栽培した龍眼樹（ライチに似た果樹

で種が龍の目に見えることからこの名がついたといわれ

ている）の花で蜜蜂を飼育し、「龍眼樹蜜」として特産

品となっています。

●文化と工芸

文化の香りが高い「螺渓石硯」（螺渓という石に彫刻

を施した硯）が有名で、その他、桶の工芸、指人形劇、

獅子舞などの文化工芸の伝承・保存に取り組んでいま

す。

●お祭り

先人たちが用水路を整備してくれたおかげで、二水が

穀倉地帯になったという功績を偲ぶために毎年11月に

「○水祭（○は足へんに包）」が催され、昨年は津別町か

らの訪問団も参加しました。

●環境保護への取り組み

台湾サルを保護するために国が二水郷に「台湾サル保

護区生態教育館」を設置し、ボランティアを養成しなが

ら、学校や住民に台湾サルの保護に対する理解を深めて

もらう取り組みを行っています。

●レジャー施設

二水には、多くの登山歩道があり、歩きながら豊かな

自然生態を観察することができ、途中、台湾サルに遭遇

することもあります。

また、二水にはほとんど工業がなく、住民の60％は農

業生産に従事しています。近年は政府がレジャー農業を

推進しており、様々な農園や民宿などのレジャー関連施

設ができました。

※これら二水郷の紹介をしているパネルをさんさん館と

役場正面玄関に掲示していますので、ご覧ください。

問い合わせ先　総務課庶務グループ　†76－2151（内線208）

二水郷



７月24日、さんさん館前のウッドデ

ッキで『わんぱくキッズ・水遊び』が

行われました。

わんぱくキッズは、生後３か月から

保育所・幼稚園入園前までの親子を対

象とした教室です。

この日は前日からの猛暑で、朝9時30

分ごろから徐々に14組の親子が集まり、

気持ちの良い青空の下、２つのプールや保育士が作ったペットボトルタワー、シャボン玉など

でたっぷり水遊びを楽しみました。

さ
ん
さ
ん
館
が
第
15
回
全
国
木
材
活
用
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）

を
受
賞
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
８
月
２
日
に
木
製

す
べ
り
台
と
木
製
パ
ネ
ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

木
製
す
べ
り
台
は
、
さ
ん
さ
ん
館
の
建
設
主
体

工
事
を
行
っ
た
清
水
建
設
（株）
（
清
水
靖
則
代
表
取

締
役
）
か
ら
の
寄
贈
で
、
カ
ラ
マ
ツ
の
合
板
と
集

成
材
に
よ
り
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
製
パ
ネ
ル
は
、
家
具
等
の
製
作
を
行
っ
た
山

上
木
工
ア
ル
ミ
工
業
（有）
（
山
上
裕
靖
代
表
取
締
役
）

か
ら
の
寄
贈
で
、
さ
ん
さ
ん
館
の
写
真
と
賞
の
概

要
を
表
示
し
た
パ
ネ
ル
が
、
カ
ラ
マ
ツ
合
板
の
集

積
材
で
加
工
し
た
額
縁
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
多
一
町
長
か
ら
は
、「
い
ず
れ
も
建
物
に

フ
ィ
ッ
ト
し
、
さ
ん
さ
ん
館
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に

津
別
の
木
材
加
工
技
術
を
誇
れ
る
も
の
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
お
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
26
日
、
ふ
れ
あ
い
町
民
の
つ
ど

い
（
社
明
運
動
津
別
町
推
進
委
員
会
主

催
）
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
美
幌
地

区
保
護
司
会
津
別
分
区
長
の
福
井
全
雅

さ
ん
に
よ
る
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹

介
に
続
い
て
、「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
標
語
」
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
最
優
秀
賞
は
広
報
８
月
号

に
掲
載
）。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
へ
の
自
立
支

援
を
行
う
団
体
『
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
き
た

み
』
の
長
尾
啓
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
で

は
、
夫
や
恋
人
に
よ
る
暴
力
の
実
態
や
、

駆
け
込
み
シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
状
況
な

ど
が
語
ら
れ
、
聴
衆
は
真
剣
な
表
情
で

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

木
製
す
べ
り
台
と
木
製
パ
ネ
ル

さ
ん
さ
ん
館
に
寄
贈

力
を
合
わ
せ
て
家
づ
く
り

ダ
ン
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
実
施

津
別
町
肉
牛
振
興
会
（
迫
田
和
男

会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
津
別
和

牛
肉
60
kg
の
寄
贈
が
あ
り
、
８
月
２

日
、
阿
部
博
道
教
育
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
を
あ
ま
り
食
べ
た
こ

と
が
な
い
子
ど
も
た
ち
に
味
を
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
安
心
安
全
な

も
の
を
提
供
し
た
い
と
い
う
想
い
か

ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
３

年
連
続
の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。

こ
の
牛
肉
は
、
夏
休
み
明
け
に
町

内
全
て
の
小
、
中
学
校
の
給
食
の
献

立
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
29
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
24
年
度
フ
ラ

ワ
ー
マ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

花
の
育
成
管
理
、
ま
ち
な
み
景
観
に
配
慮
し
た

花
の
使
い
方
な
ど
を
指
導
助
言
で
き
る
方
を
『
フ

ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
』
と
し
て
認
定
し
、
う
る
お
い

と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
人
を
増
や
そ
う
と
い
う
北
海
道
の
事
業

で
、
認
定
を
受
け
る
に
は
地
域
の
推
薦
と
講
習
会

へ
の
出
席
が
必
要
で
す
。

今
回
の
講
習
会
に
は
町
の
内
外
、
遠
く
は
稚
内

市
か
ら
88
人
が
参
加
。
講
師
の
中
井
和
子
氏
（
中

井
景
観
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
主
宰
）
、
笠
康
三
郎
氏

（
緑
化
計
画
代
表
取
締
役
）
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

ふ
れ
あ
い
町
民
の
つ
ど
い
開
催

地
元
の
味
を
子
ど
も
た
ち
に

津
別
産
和
牛
が
寄
贈
さ
れ
る

８
月
11
日
、
い
ち
い
の
園
慰
問
・

共
和
地
区
合
同
盆
踊
り
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
い
ち
い
の
園
の
駐
車
場
を

会
場
に
、
共
和
第
２
・
第
３
・
第
４

自
治
会
と
、
新
栄
老
人
ク
ラ
ブ
と
の

共
催
で
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
29
回
を
数
え
る
恒
例
行
事
で
す
。

地
域
の
住
民
が
浴
衣
姿
や
思
い
思

い
の
仮
装
で
踊
り
を
披
露
。
途
中
か

ら
は
ホ
ー
ム
の
入
所
者
も
輪
の
中
に

入
っ
て
、
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
に
は
焼
き
鳥
、
ビ
ー
ル
な
ど

の
屋
台
も
軒
を
連
ね
、
参
加
者
は
よ

い
ち
い
の
園
慰
問

共
和
地
区
盆
踊
り
大
会
開
催

花
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会
開
催

７
月
28
日
、
29
日
の
両
日
、
豊
永
の

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
夏
休
み
恒

例
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
参

加
者
は
、
男
女
別
に
５
つ
の
班
を
結
成
。

高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や

保
護
者
ら
と
と
も
に
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
商
店
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
個
性
的
な
家

を
組
み
立
て
ま
し
た
。

我
が
家
が
完
成
す
る
と
流
し
そ
ー
め

ん
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
夕
食
、
翌
朝
に

は
み
ん
な
で
一
緒
に
朝
食
作
り
に
挑
戦

す
る
な
ど
、
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

８月４日、さんさん館施設及び駐車場を会場に第２回つべ

つ七夕まつり（主催＝つべつ七夕まつり実行委員会）が開催

され、町内外から500名を超える方々が訪れました。

多目的広場には、ステージと客席が設けられ、沿道には、

子どもたちを中心に町民の皆さんによって作られた小行灯

96基が並びました。また、駐車場には願い事を書いた短冊

がくくられた柳の木を囲むように飲食席が設けられました。

午後４時45分からはコンサートが開演し、第１部ではＲ

ＥＣつべつがリコーダーとギターによる息の合った演奏を披

露。第２部は､美幌町のバンド「ファンキーブラザーズ」が、

ノリの良い演奏で観客を沸かせていました。第３部は、オホ

ーツク観光大使でもある安西絵里が出演し、芯のある澄んだ

歌声に観客からは惜しみない拍手が送られました。

また、実行委員会構成団体による手作り屋台・縁日コーナ

ーは、飲み物･食べ物を求める列が途切れることなく、来場

者は夏の夕べの一時を満喫していました。

わんぱくキッズ

さんさん館で水遊び

行
灯
、
屋
台
、
コ
ン
サ
ー
ト

第
２
回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
が
盛
会
に
開
催

う
や
く
訪
れ
た
暑
い
夏
の
夜
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

短冊に願いを込めて

盛り上がった安西絵里のコンサート

遊び場コーナーの木製すべり台

エントランスの木製パネル



津別町人づくり・まちづくり活動支援事業募集のお知らせ

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、

スポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まち

づくりのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

申請及び問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

■募集期間　　平成24年９月３日（月）～平成24年９月28日（金）

■人づくり活動支援事業　 □対　象…町民が国内外で研修する事業

□補助額…補助対象経費の１/２以内（限度額　国内８万円、国外20万円）

■まちづくり活動支援事業 □対　象…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

□補助額…補助対象経費の総額以内（限度額　100万円　※下限額５万円）

■事業の承認

申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プレゼンテーション）。

そこでの審査の結果、事業が採択されます。

平成24年度

２回目

津別町農作物作付動向調査≪結果報告≫

町では各年の７月１日

現在で｢農作物作付動向調

査｣を実施しております。

今年の調査結果がまとま

りましたので、概要につ

いてお知らせします。

◎農家戸数と農業従事者人口（過去５年間の推移）

◎畑作物の作付け動向（過去５年間の推移）

◎家畜（過去５年間の推移）

※平成24年より町外企業が町内企業に変更になり、肉用牛が増加しております。

問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

単位：人・戸

単位：ha・％

（１）乳用牛 単位：頭

（２）肉用牛 単位：頭

第
40
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

選
手
権
大
会
（
７
月
26
日
〜
29
日
、
大
阪
府
）
に
、

津
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
２
選
手
が
、
北
海

道
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
笹
本
陸
く
ん
（
津
別

中
３
年
）
と
、
笹
本
梨
真
さ
ん
（
津
別
小
６
年
）

の
兄
妹
。
二
人
と
も
個
人
競
技
で
、
陸
く
ん
は
中

学
生
男
子
の
部
、
梨
真
さ
ん
は
小
学
生
高
学
年
女

子
の
部
に
出
場
。
陸
く
ん
は
決
勝
で
８
位
に
入
賞

し
、
同
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
ま
で
の
出
場
選
手
の
中
で

最
高
の
結
果
を
出
し
ま
し
た
。

帰
町
後
、
２
人
は
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
結
果

を
報
告
。
入
賞
し
た
陸
く
ん
は
、「
イ
メ
ー
ジ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
取
り
入
れ
て
練
習
し
て
き
た
。
本

番
で
は
、
メ
ダ
ル
を
目
前
に
緊
張
し
て
し
ま
っ
た
。

現
在
は
受

験
生
だ
が
、

今
後
も
ト

ラ
ン
ポ
リ

ン
を
続
け

て
い
く
の

で
、
勉
強

と
両
立
さ

せ
て
が
ん

ば
り
た
い
」

と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

８
月
１
日
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ(

田
中
四
郎
会
長)

か
ら
、
こ
の

秋
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
運
営
費
の
一
部

に
充
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
教
育

委
員
会
に
３
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
で
11
年
目
を
迎
え
る
も
の

で
、
受
け
取
っ
た
阿
部
博
道
教
育
長

は
、
長
年
の
厚
意
に
対
す
る
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

寄
附
金
は
、
10
月
７
日
に
行
わ
れ

る
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
円

滑
な
運
営
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

７
月
30
日
、
佐
藤
商
行
（株）
（
佐
藤

久
哉
代
表
取
締
役
）
か
ら
、
同
店
の

創
業
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、
町
に

絵
画
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤
代
表
取
締
役
は
「
こ
の
絵
画

は
塩
田
満
男
氏
の
作
で
、
房
総
半
島

の
朝
日
を
描
い
た
も
の
。
縁
起
の
よ

い
絵
な
の
で
、
大
正
２
年
の
創
業
以

来
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
町
に
寄

贈
し
よ
う
と
選
び
ま
し
た
。
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
に
飾
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

８月15日、津別神社境内にてつべつ納涼盆おどり大会（主催・津別

観光協会、つべつ納涼盆おどり大会実行委員会）が行われました。

子供盆踊りで幕を開けた第一部は、恒例のアメリカン盆ダンスやか

き氷早食い大会に観客から声援が飛んでいました。

開会式に続いて行われた第二部は、大人盆踊りやお楽しみ抽選会で

大いに盛り上がり、豪華景品が用意された仮装盆踊りでは、工夫を凝

らした衣装の踊り手が会場の笑いを誘っていました。

会場には、わたあめ、焼き鳥などの屋台やスマートボール、輪投げ

などのアトラクション、さらに今年からはおもちゃ屋コーナーも登場

し、多くの子どもたちで賑わいました。

紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
運
営
費
の
一
部
に

今
年
も
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

創
業
１
０
０
年
に
感
謝

佐
藤
商
行
か
ら
絵
画
の
寄
贈

北国の夏の夜を満喫

つべつ納涼盆おどり大会開催

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権

津
別
か
ら
２
選
手
が
出
場

恒例のかき氷早食い大会

仮装盆踊りも毎年人気



「
祖
父
の
代
に
一
家
５
人
で
、
石
川

県
七
尾
市
か
ら
常
呂
屯
田
兵
と
し
て

端
野
に
入
っ
た
の
が
、
北
海
道
で
の

始
ま
り
で
す
。
明
治
29
年
の
こ
と
で

す
」
と
話
す
竹
中
誠
一
さ
ん
。
活
汲

に
移
っ
た
の
は
明
治
39
年
で
、
以
後
、

竹
中
家
は
５
代
に
わ
た
っ
て
同
地
の

開
拓
と
発
展
の
た
め
に
汗
を
流
し
て

き
ま
し
た
。

開
拓
農
家
の
３
代
目
と
し
て
生
ま

れ
た
竹
中
さ
ん
は
、
活
汲
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
ほ
ど
な
く

父
親
を
亡
く
し
、
若
く
し
て
一
家
の

柱
と
し
て
家
業
を
支
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま

り
、
時
が
経
つ
と
と
も
に
日
本
は
劣

勢
に
立
た
さ
れ
ま
す
。
体
格
は
良
か

っ
た
も
の
の
、
当
時
病
気
が
ち
だ
っ

た
竹
中
さ
ん
は
、
徴
兵
検
査
で
後
方

支
援
の
『
乙
種
合
格
』。「
国
の
た
め

戦
地
に
赴
く
こ
と
が
叶
わ
ず
、
気
が

抜
け
た
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、

そ
の
時
の
気
持
を
振
り
返
り
ま
す
。

戦
後
は
農
家
の
主
と
し
て
地
域
の

復
興
と
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
き
た

竹
中
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に
津
別
町

議
会
議
員
に
当
選
。
以
来
、
３
期
12

年
に
わ
た
っ
て
町
政
に
取
り
組
み
ま

す
。
任
期
中
で
一
番
思
い
出
深
い
の

は
、
活
汲
に
小
麦
の
乾
燥
施
設
の
建

設
を
実
現
し
た
こ
と
。「
話
が
得
意

な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
域
議

会
で
働
き
か
け
る
な
ど
、
自
分
な
り

に
努
力
し
ま
し
た
」。

５
年
前
に
奥
さ
ん
に
先
立
た
れ
、

寂
し
い
思
い
を
し
て
お
ら
れ
る
竹
中

さ
ん
で
す
が
、
亡
く
な
る
数
か
月
前

の
80
歳
の
誕
生
日
に
、
病
床
の
奥
さ

ん
が
娘
さ
ん
の
買
っ
て
き
た
ケ
ー
キ

と
寿
司
を
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」

と
言
っ
て
、
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
の

が
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ
そ
う
で

す
。農

家
は
継
が
な
い
と
思
っ
て
い
た

お
孫
さ
ん
が
、
思
い
が
け
ず
活
汲
に

戻
り
、
５
代
目
を
継
ぐ
決
心
を
し
て

く
れ
た
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
だ
と
か
。

たけなか　せいいちさん／大正15年１月、津別町生まれ／86歳／活汲在住

さ
ん

活
汲
の
発
展
に
尽
く
す

竹
中
　
誠
一

【413】

問い合わせ先　†76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

問い合わせ先　保健福祉課　地域包括支援センター　 †76－2158（直通）

津
別
町
に
は
た
く
さ
ん
の
お
年
寄

り
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
一
人
で
暮

ら
し
て
い
る
方
が
何
人
い
る
か
ご
存

じ
で
す
か
？
　
津
別
町
の
人
口
約
５

５
０
０
人
の
う
ち
、
約
４
０
０
人
が

65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

ま
す
（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
、
施

設
入
所
・
長
期
入
院
等
除
く
）。

こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り
の
方
々
が
、

安
全
に
一
人
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
日
々
様
々
な
職
種
の
人
達

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
お
年
寄
り
の
家
に
伺
っ

て
元
気
な
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
も

活
動
の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
際
に
事

故
や
病
気
で
動
け
な
い
、
話
せ
な
い

お
年
寄
り
を
発
見
す
る
と
き
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
緊
急
時
に
、
家

族
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
、
連

絡
先
は
ど
こ
な
の
か
が
わ
か
ら
な
け

れ
ば
、
病
院
へ
運
ぶ
と
き
や
治
療
な

ど
に
も
支
障
が
出
ま
す
。

も
し
も
の
時
に
備
え
、
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

家
族
と
暮
ら
し
て
い
る
方
も
元
気
な

う
ち
か
ら
連
絡
先
を
決
め
、
自
分
以

外
の
人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
の
他
大
切
な
こ
と
と
し
て
、
入

院
後
必
要
と
な
る
健
康
保
険
証
、
治

療
薬
等
の
手
帳
、
現
金
、
通
帳
、
印

鑑
な
ど
は
自
分
以
外
の
人
（
家
族
や

連
絡
相
手
な
ど
）
で
も
持
参
で
き
る

よ
う
に
保
管
方
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
血
圧
や
心
臓
の
持
病
が
あ
る

方
、
糖
尿
病
で
治
療
中
の
方
な
ど
は
、

体
調
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、

普
段
か
ら
の
通
院
や
内
服
治
療
を
き

ち
ん
と
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
１
年
目
は
が
む
し
ゃ
ら
で
し
た
が
、

今
年
は
仕
事
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
津
別
町
役
場
に
勤
め
て
２
年

目
の
渡
部
ゆ
か
り
さ
ん
。

釧
路
市
生
ま
れ
の
渡
部
さ
ん
は
、
父

親
の
仕
事
の
関
係
で
道
内
各
地
を
転
居

し
、
小
樽
潮
陵
高
校
か
ら
北
海
道
医
療

大
学
心
理
科
学
部
へ
進
学
し
ま
し
た
。

公
務
員
を
目
指
し
た
の
は
、
臨
床
心
理

学
を
専
攻
す
る
中
で
「
心
身
に
悩
み
を

抱
え
る
人
た
ち
を
、
行
政
の
側
か
ら
幅

広
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
考
え
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

現
在
、
保
健
福
祉
課
で
介
護
保
険
を

担
当
。「
保
険
の
認
定
、
利
用
状
況
の

把
握
、
保
険
料
の
計
算
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
認
知
度
が
低
い
介
護

保
険
な
の
で
、
窓
口
で
は
分
か
り
や
す

い
説
明
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
担
当
が

変
わ
っ
て
も
住
民
の
方
に
気
軽
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
職
員
に
な

り
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
美
幌
の
祖
母
の
家
に
行
っ
た

り
、
リ
コ
ー
ダ
ー
愛
好
会
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ

つ
の
活
動
、
公
民
館
の
ヨ
ガ
教
室
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
職
員
に

渡
部
　
ゆ
か
り
　さ
ん

わたなべ　ゆかりさん／昭和63年10月生まれ／津別

町役場勤務／豊永在住

も
し
も
の
時
の
連
絡
先
は
？

町
道
民
税
の
納
め
方
は
、
本
人
が
納
付
書

（
又
は
口
座
振
替
）
で
納
め
る
普
通
徴
収
と
、
事

業
主
が
本
人
の
給
与
か
ら
町
道
民
税
分
を
予
め

天
引
き
し
て
お
き
、
本
人
に
代
わ
っ
て
納
め
る

特
別
徴
収
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
４
回
（
６
・

８
・
10
・
12
月
）
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

特
別
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
12
回
に
分
け

て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
が
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
額

が
少
な
く
、
負
担
す
る
時
期
も
普
通
徴
収
に
比

べ
遅
く
、
納
税
者
の
手
間
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
納
税
者
に
と
っ
て
便
利
な
方
法
で
す
。

特
別
徴
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
勤
め
先
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
事
業
主
へ
の
お
願
い
》

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主

（
給
与
支
払
者
）
は
、
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

の
町
道
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
律

（
地
方
税
法
及
び
町
税
条
例
）
に
よ
り
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
に
は
、
給
与
報
告
書

を
町
に
提
出
（
毎
年
１
月
末
〆
）
す
る
時
に
、

特
別
徴
収
分
と
し
て
ご
提
出
下
さ
い
。
翌
年
度

か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
給
与

か
ら
の
天
引
き
額
は
予
め
町
で
計
算
し
て
通
知

し
ま
す
の
で
、
源
泉
所
得
税
の
よ
う
に
金
額
を

計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
11

月
ま
で
な
ら
、
年
度
途
中
か
ら
で
も
特
別
徴
収

を
開
始
で
き
ま
す
。
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
道
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
に
つ
い
て

☆
連
絡
先
の
例

・
自
分
の
名
前

・
生
年
月
日

・
か
か
り
つ
け
の
病
院
・
電
話

番
号

・
第
一
連
絡
先
の
相
手
氏
名

・
そ
の
人
の
住
所
・
電
話
番
号

・
そ
の
人
の
勤
め
先
・
電
話
番

号
・
右
記
以
外
の
必
要
と
思
わ
れ

る
こ
と

※
連
絡
先
は
第
二
ま
で
あ
る
と

安
心
で
す



法
務
局
で
は
、
登
記
・
供
託
・

戸
籍
・
人
権
擁
護
事
務
な
ど
の
業

務
に
関
す
る
相
談
と
し
て
、
相
続
、

登
記
手
続
、
土
地
の
境
界
問
題
、

遺
言
、
成
年
後
見
、
い
じ
め
や
児

童
虐
待
、
高
齢
者
に
対
す
る
介
護

者
の
虐
待
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

と
い
っ
た
人
権
に
関
す
る
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
す
る
「
全
国
一
斉
！
　
法
務

局
休
日
相
談
所
（
釧
路
地
方
法
務

局
）」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
担
当
者
は
、
公
証
人
・
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
人

権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員
で
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
　
時

９
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

オ
ホ
ー
ツ
ク
木
の
プ
ラ
ザ

１
階
研
修
室
（
北
見
市
泉
町
１
丁

目
３
番
18
号
）

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６
　
　

こ
こ
ろ
の
健
康
（
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
）
に
つ
い
て
不
安
や
心
配
を

持
っ
て
い
る
方
や
、
そ
の
ご
家
族

を
対
象
に
、
健
康
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

津
別
町
で
実
施
す
る
の
は
、
年

１
回
と
な
り
ま
す
。
病
院
受
診
と

な
る
と
敷
居
が
高
く
な
り
が
ち
で

す
が
、
病
気
に
つ
い
て
、
受
診
が

必
要
な
の
か
、
受
診
の
し
か
た
、

家
庭
内
や
職
場
で
ご
本
人
と
の
対

応
の
方
法
な
ど
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

９
月
27
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
　
所

林
業
研
修
会
館
図
書
室

担
当
医
師
　
道
立
向
陽
ヶ
丘
病
院

佐
々
木
信
一
院
長

予
約
方
法

予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
推
進
担
当
保
健
師
が
取
り

ま
と
め
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
３
１
）

敬
老
の
日
に
伴
う
公
衆
浴
場
無

料
開
放
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
　
９
月
16
日(

日)

、
18
日(

火)

午
後
４
時
〜
午
後
９
時

※
９
月
17
日(

月)

は
定
休
日

対
象
者
　
70
歳
以
上
の
町
民

ま
た
、
10
月
２
日
よ
り
公
衆
浴

場
の
営
業
時
間
が
、
午
後
３
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
環
境
衛
生
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
１
７
）

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の
は
、
平
成
18
年
４

月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

届
出
用
紙

は
９
月
上
旬

頃
に
送
付
し

ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に

忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
届
出
用
紙
が
届
か

な
い
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

９
月
20
日
（
木
）

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
７
２
）

平
成
25
年
４
月
に
新
規
採
用
す
る

職
員
を
、
次
に
よ
り
募
集
す
る
予
定

で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
種一

般
行
政
職
（
事
務
職
）

採
用
予
定
人
数

２
名

資
格平

成
25
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

町
村
職
員
採
用
資
格
試
験
合
格
者

採
用
試
験
（
２
次
試
験
）

個
人
面
接

試
験
日
程

10
月
中
旬
を
予
定

そ
の
他

採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
は
、
町

村
会
の
資
格
試
験
結
果
の
発
表
後
、

q
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
w
学
業

成
績
証
明
書
e
卒
業
（
見
込
）
証

明
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１(

内
線
２
０
８)

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
よ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

日
　
時

９
月
29
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
　
所

児
童
館
つ
べ
つ
ん

内
　
容

ブ
ー
ス
（
出
店
）
の
運
営

手
伝
い

問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

児
童
館
つ
べ
つ
ん

†
76
｜
３
３
０
３

問い合わせ先　† 76－2151 税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

公
衆
浴
場
の
無
料
開
放
及
び

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

津
別
町
職
員
の
新
規
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す

◎詐欺事件の発生！ うまい話に騙されないで！　　　

７月４日と13日の２回にわたり、津別町で『外国通

貨の購入立て替えへの謝礼金の交付』を名目に合計

900万円の被害にかかる詐欺事件が発生しました。

相手は『メイジトラスト』という会社を名乗り、津

別町の60代の女性に対し、「東京のミスティという会

社からスーダン紙幣を購入して欲しい」、「代金は後か

ら支払う」、「購入してくれれば謝礼金を支払う」と電

話で誘い、現金を騙し取ったものです。

津別町では、今年の１月、東京の会社を名乗る男が

高齢者宅を訪れ、海外の石炭資源開発事業への投資話

を持ちかけ、500万円を出資させる事案が起きていま

す。

この種の手口は、ほとんどが詐欺です。みんなで注

意しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

９月は、固定資産税第３期

国民健康保険税第４期の納付月です

口座振替をご利用の方は引落口座の残高のご確認をお願いいたします。

納付期限は10月１日（月）です

学
齢
児
童
届
出
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

て
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
事

業
者
か
ら
カ
タ
ロ
グ
や
見
積
も

り
を
取
っ
て
、
価
格
だ
け
で
は

な
く
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も

含
め
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が

有
効
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。「
売
電

収
入
」
や
「
補
助
金
」
の
過
剰

な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
ま
ど
わ

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
訪
問
販
売
の
場
合
、

期
間
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）

A 節
電
を
う
た
っ
た
太
陽
光
発
電
の
訪
問
販
売

「
停
電
に
は
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
が
強
く
、
節
電
せ
ず
に
電

気
が
賄
え
る
。
今
な
ら
モ
ニ

タ
ー
価
格
で
安
く
設
置
で

き
、
売
電
収
入
で
機
器
代
も

賄
え
る
。
節
電
に
つ
な
が
る

の
で
設
置
し
な
い
か
」
と
、

業
者
が
訪
ね
て
来
た
。
信
用

し
て
も
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
買
い
取

り
制
度
な
ど
が
普
及
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
に

高
額
な
商
品
で
も
あ
り
、
日
照

時
間
や
屋
根
の
形
状
、
地
域
的

な
特
性
な
ど
、
導
入
に
あ
た
っ

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

全
国
一
斉
！
　
法
務
局
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

町民防火パークゴルフ

大会参加者募集！
日　　程 10月21日（日）小雨決行

受付時間 午前８時15分～８時45分

開 会 式 午前９時

会　　場 豊永ふれあい公園

パークゴルフ場

対 象 者 津別町民（学生は除く）

申込締切　10月７日（日）まで

申込方法 申込用紙（ふれあい公園　

パークゴルフ場管理棟及び津別消

防署に用意）に必要事項を記入し、

同所に設置した投入箱へ。

※雨天延期の場合、10月28日（日）

に順延。

問い合わせ先

津別消防署　† 76－2189

武
士
道
と
騎
士
道
は

自
動
車
に
宿
る
？

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
先

月
で
終
了
し
ま
し
た
。
日
本
選
手

団
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
は
、
な
ん
と

過
去
最
多
の
38
個
！
　

と
こ
ろ
で
、
開
催
地
の
イ
ギ
リ

ス
と
日
本
と
の
共
通
点
で
よ
く
あ

げ
ら
れ
る
の
が
、
自
動
車
が
左
側

通
行
で
あ
る
こ
と
。
世
界
の
国
々

の
多
く
が
右
側
通
行
だ
と
い
う
の

に
、
大
陸
を
は
さ
ん
で
向
こ
う
側

の
国
同
士
が
、
な
ぜ
少
数
派
の
左

側
通
行
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
？

一
説
に
よ
る
と
、
理
由
は
刀
に

あ
る
そ
う
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
ー
サ
ー
王
以

来
の
騎
士
道
の
国
。
日
本
も
３
０

０
年
も
の
間
、
武
士
が
国
を
治
め

て
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
国
で
も
、

刀
は
左
腰
に
下
げ
る
の
で
、
す
れ

違
う
と
き
に
お
互
い
の
刀
が
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
、
通
行
は
左
側

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
歩
行
者
が
右
側
通
行

に
変
わ
り
、
自
動
車
に
そ
の
名
残

が
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

住民企画課
住民企画
グループ

北海道運輸局北見運輸支局

自動車点検整備
推進運動実施中

『とっても大事、クルマの点検。

家族を守る、クルマの点検。』

～安全確保と環境保全は、

クルマの点検・整備から～

＜強化実施期間＞

平成24年９月、10月の２か月間

http://www.tenken-seibi.com



事
故
に
遭
っ
た
人
や
倒
れ
た

人
・
家
族
を
発
見
し
た
と
き
、
そ

ば
に
い
る
あ
な
た
が
応
急
手
当
を

行
い
、
救
急
隊
、
医
師
へ
と
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
命
を
救

う
た
め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

そ
の
た
め
に
救
命
に
必
要
な
応
急

手
当
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
の
講

習
会
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
、
職
場
、
サ
ー
ク
ル
等
の

各
種
会
合
で
応
急
手
当
を
学
ん
で

見
ま
せ
ん
か
。

◎
簡
単
な
応
急
手
当

時
間
・
内
容
は
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
救
命
入
門
コ
ー
ス

90
分
（
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

◎
普
通
救
命
講
習
1

３
時
間
（
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順
、
止
血
等
）

◎
普
通
救
命
講
習
2

４
時
間
（
同
右
　
※
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
事
業
所
、
介
護
施
設
関
係

者
ほ
か
）

◎
普
通
救
命
講
習
3

３
時
間
（
小
児
、
乳
児
、
新
生

児
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
手
順
、
止
血
等
）

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預

か
り
致
し
ま
し
た
、
約
87
万
件
の
左

記
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管
証
券
類

を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
　

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
　

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
　

た
通
貨
・
証
券

◎
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山

な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
類
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の

【
保
管
証
券
類
と
は
】

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止

さ
れ
た
一
定
額
を
超
え
た
も
の
に

つ
い
て
上
陸
港
で
引
揚
者
か
ら
税

関
が
預
か
っ
た
『
上
陸
港
扱
い
の

保
管
物
件
』、
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
の
際
、
在
外
公
館
又
は
日
本
人

自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に

税
関
に
移
管
さ
れ
た
『
外
地
扱
い

の
保
管
物
件
』
が
あ
り
ま
す
。

※
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。「
も
し
か
し
た
ら
う
ち
に
も
…
」

と
お
気
づ
き
の
方
は
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
税
関
支
署
網
走
出
張
所

†
０
１
５
２-

43-

５
８
１
１

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公

証
週
間
で
す
。
日
ご
ろ
お
仕
事
な

ど
の
関
係
で
、
公
証
役
場
へ
相
談

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
執
務
時

間
の
延
長
を
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

遺
言
（
紛
争
防
止
、
後
継
者
へ

の
事
業
継
承
等
の
た
め)

、
任
意

後
見
契
約
（
認
知
症
な
ど
に
な

っ
た
時
の
た
め
）、
協
議
離
婚

（
養
育
費
、
慰
謝
料
支
払
確
保
、

年
金
分
割
等
の
た
め
）、
金
銭
の

貸
借
、
建
物
賃
貸
借
な
ど

日
　
時

10
月
１
日(

月)

〜
５
日(

金)

午
後
５
時
〜
午
後
６
時

（
１
時
間
延
長
）

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

北
見
公
証
役
場

†
０
１
５
７-

31-

２
５
１
１

※
期
間
中
以
外
で
も
公
証
相
談
は

無
料
で
す
。
ご
都
合
の
良
い
と
き

に
公
証
役
場
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
北
見
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
は
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
就
職
活
動
を
す
る
方
の
た
め
の

職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

絵
本
や
玩
具
を
用
意
し
た
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、
お
子

様
連
れ
で
も
相
談
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
利
用
は
全
て
無
料
で
す
。

場
　
所

北
見
市
青
葉
町
６
番
８
号

北
見
地
方
合
同
庁
舎
内
１
階

利
用
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
の
８
時
30

分
〜
17
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１
　

次
の
日
程
で
第
２
回
ふ
れ
あ
い
歩

こ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

９
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
集
合

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館

コ
ー
ス

置
戸
町
に
あ
る
『
鹿
の
　

子
沢
』
を
往
復
１
時
間
30
分
程

度
歩
き
、
帰
り
に
勝
山
温
泉
で

昼
食
・
入
浴
。
午
後
３
時
帰
町

予
定
で
す
。

対
　
象

小
学
生
以
上
の
町
民

募
集
人
数

30
名

参
加
費

無
料

※
入
浴
代
（
大
人
４
５
０
円
、

子
供
２
５
０
円
）、
お
弁
当
代
８

０
０
円
は
自
己
負
担

申
込
期
限

９
月
18
日
（
月
）

準
備
す
る
物

お
弁
当
（
昼
食
を

希
望
さ
れ
な
い
方
）、
飲
料
水
、

着
替
え
、
カ
ッ
パ
、
タ
オ
ル
、

暖
か
い
服
装
、
お
風
呂
道
具
な
ど

そ
の
他

雨
天
等
の
場
合
は
延
期

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
７
１
３

今年も、町民手づくりの露店がた

くさん並びます。

金魚すくい、お面、ワンパターゴル

フなどの縁日も出店します。

９日は午後４時～午後９時、10日

は午前10時～午後９時。

ご家族お揃いで、２日間の手作り

のおまつりを楽しんでください。

９月21日（金）～９月30日（日）

９
月
９
日
か
ら
救
急
医
療
週
間

応
急
手
当
を
覚
え
ま
せ
ん
か
？

第
22
回
「
公
証
週
間
」

執
務
時
間
延
長
の
ご
案
内

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
へ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
北
見
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

第
２
回
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会

原
始
の
森
『
鹿
の
子
沢
』

ふるさとまつりのため９月９日午前９時から11日の正午まで、左記
の区間が交通規制されます。一般車両はこの期間中通行できませんの
で、ご協力をよろしくお願いいたします。
また、町営バス開成線は、林石ガソリンスタンド跡前交差点から五
差路までの町道102号線の間は、う回することになります。このため、
西町停留所が使用できなくなります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

問い合わせ先 ふるさとまつり実行委員会†76－2151（内線216）

← 昨年の

つべつふるさと

まつり →

９月９日（日）・10日（月）

五差路から神社前の通り

楽しい手作り露店がいっぱい！

重 点 目 標

交通ルールを守り、思いやりのある

交通マナーを身につけて、交通安全が

町民一人ひと

りに意識され

るような運動

を図ります。

秋の全国交通安全運動

◎日没時間が早まることによる夕

暮れ時と夜間の高齢者・自転車

の事故防止

◎居眠り運転による交通事故防止

◎全ての座席のシートベルト・チ

ャイルドシートの正しい着用

◎飲酒運転の根絶

募集種目

看護学生

自衛官

候補生

８/１(水)
～９/７(金)

9/19(水)･20(木)

9/28(水)･29(木)･

30(金)

一般曹候補生

応募資格 受付期間

航空学生
高卒(見込含)
21歳未満

試験期日(１次)

防衛医大学校生

防衛大学校生

高等工科学校

生徒

９/22(土)

11/10(土)･11(日)

高卒(見込含)
24歳未満

９/３(月)
～10/１(月)

８/１(水)
～９/７(金)

男子

女子

年間を通じて
行っています

18歳以上
27歳未満

９/３(月)
～10/１(月)

９/３(月)
～10/１(月)

中卒(見込含)
17歳未満

北見地域事務所に
お問い合わせください

10/20(土)

10/27(土)･28(日)

９/17(月)

問い合わせ先　自衛隊北見地域事務所　　†0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間12時～20時）
フリーダイヤル　†0120－063792
ナビダイヤル　　†0570－045818（携帯電話）

9/24(月)･25(火)･26(水)

平成24年度自衛官等募集案内

18歳以上
27歳未満

高卒(見込含)
21歳未満

「北海道森と緑の会」では、家庭で不用になった古本やCD、

DVDなどを有効活用し、地域の森づくり、みどりづくりを支

援していく『古本で募金』を行っています。

古本等をブックオフオンライン（株）が買い取り、その全額

を当会に寄附していただく仕組みです。古本等は指定された

日時に佐川急便が回収します（回収費用は30点以上で無料）。

問い合わせ先

公益社団法人　北海道森と緑の会　†011-261-9022

HPアドレス http://www.h-green.or.jp

不用になった古本やＣＤで森づくりする募金



《全6回 毎週木曜日開催！ 男性の参加大歓迎！》

第1回　9/6 19:00～20:30 ダイエットq

第2回　9/13 19:00～20:00 ダイエットw

第3回　9/20 19:00～20:30 自律神経を整える

第4回　9/27 19:00～20:00 水の効果実感

第5回 10/4 19:00～20:00 血行促進q

第6回 10/11 19:00～20:30 血行促進w

高齢者・障害者の人権あんしん電話相談

†０５７０－００３－１１０
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

■火災・救急の通報は１１９番に電話をかけ、以下の要領で　

通報して下さい。

q『火事か・救急か』を告げます。

w発生した場所を伝え、名前はフルネームで伝える。

『津別町▲▲町××番地、名前は○○○○です』

eどんな状況かを話して下さい（火事の様子や・病気の状況　

など、おおよその状況を伝えます）。

『●●●が燃えています（病人・けが人がいます）』

r電話番号を伝える。

『△△―△△△△です』

火事と救急は

１１９番で

通報をしましょう

▼そのままでは年金が減ります

国民年金保険料の免除期間又は納付猶

予期間があった場合、そのままにしてお

くと保険料を全額納めたときよりも将来

の老齢基礎年金の受け取り額が少なくな

ります。過去に次のような免除や納付猶

予期間はありませんか。

・全額免除または一部納付

・若年者納付猶予

・学生納付特例

▼追納して年金を増やせます

これらの免除・猶予期間の保険料は、

10年以内にさかのぼって納めることがで

きます（＝追納）。そうすると、将来受け

取る年金を増やすことができます。

▼３年を過ぎると追納額が増えます

ただし、免除・猶予の承認を受けられ

た期間の翌年度から起算して、３年度目

以降に追納すると、当時の保険料額に一

定の加算額が上乗せされます。

▼追納には申し込みが必要です

申込先　北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635

免除・猶予期間があった方へ

ふるさと納税制度は、「ふるさとを応援し

たい」、「好きな地域を応援したい」という思

いをかたちにするために、寄附金相当額を所

得税と個人住民税から控除することによって

応援したい自治体に税金を納めることを可能

にする制度です。

津別町も「ふるさとつべつ応援基金」を創

設し「未来に向けて応援してください！」を

キャッチフレーズとして、ホームページや東

京つべつ会、皆様から紹介された方々に対し、

パンフレットを送付しています。制度の趣旨

をご理解いただき、知人、友人をご紹介下さ

るようお願いします。

問い合わせ先

総務課・住民企画課　†76－2151

＜東京つべつ会総会＞

日時　10月28日（日） 午後１時30分から

場所 東京グリーンパレス（東京都千代田区２番町）

内容 津別の農産物の試食、抽選会

申込 会員の方には案内文書を送付します。

問い合わせ先

東京つべつ会事務局（産業振興課内）

† 76-2151 (内線259)

東京つべつ会は、毎年の総会を東京で開催し

ています。この総会には、都内や近郊の千葉、

埼玉、茨城などからも多くの会員が集まり、親

睦を深めています。

現在、会員は371人ですが、より多くの方に

参加していただきたいので、新規会員を募集し

ています。兄弟、親戚、知人などで東京近郊に

住まれている方がいましたら、ご紹介ください。

（財）北海道難病連北見支部では、津別町において難病患

者・家族の懇談会を行います。できるだけ多くの方に参加

いただきたくご案内いたします。

●日　時 9月30日（日）午後１時～午後３時

●場　所 町民会館

●対　象　津別町及び近隣に住む難病患者・家族、福

祉関係者、保健師

●目　的　患者・家族が話しあい、お互いに考え、励

ましあうことで連帯しあう。

※予約は不要です。直接会場へおいでください。

※当日は北見保健所と津別町の保健師さんが参加してくだ

さいます。

問い合わせ先　

（財）北海道難病連北見支部事務局（加藤）

† ・FAX 0157－23－1963

蔵書点検のため図書室を臨時休室します。

なお、９月３日と10日は月曜休室

のため、11日（火）から通常通り開

室となります。

９月４日（火）～９日（日）

図書室を臨時休室します

問い合わせ先

中央公民館図書室　† 76－2713

水中でストレッチ＆

ウォーキング参加者募集中！

企業の皆様方、ぜひご参加を！

～地域の担い手をこの機会に～

企業と高校生の合同面接会および企業説明会

を開催いたします。企業の皆様、生徒の皆様に

積極的な参加をお願いいたします。

日　時 11月14日（水）

午後１時30分～午後４時

（受付　午後１時～午後１時30分）

場　所 ホテル　ベルクラシック北見

（北見市北６条西１丁目８－１）

主　催 北見・網走・紋別公共職業安定所

共　催 北海道オホーツク総合振興局・北見市

協　賛 北海道教育庁オホーツク教育局・網走市・

紋別市

北見・網走・紋別商工会議所

北海道中小企業家同友会オホーツク支部

問い合わせ先

北見公共職業安定所　専門援助部門

† 0157－23－6251（内線31）

津別・美幌町内の119番通報は、美幌消防署通信指令室で対応

しています。美幌消防署通信指令室では、地図検索装置等を備え、

場所の特定が迅速・確実に行えるようになっています。

問い合わせ先 津別消防署 †76－2189

全 国 一 斉

高齢者・障害者の人権あんしん相談

強 化 週 間

期　　間 ９月10日から９月16日

受付時間 ９月10日から14日　午前８時30分～午後７時

９月15日及び16日　午前10時～午後５時

相談担当者 釧路人権擁護委員連合会所属の人権擁護委員　

及び釧路地方法務局職員

主　　催 法務省及び全国人権擁護委員連合会

問い合わせ先 釧路地方法務局人権擁護課

† 0154－31－5014（直通）

場　所 温水プール『すいむ』（受付18:30～）

指　導 NPO法人健康保養ネットワーク

フィットネスインストラクター

対　象 一般成人（定員20名）

参加費用 無料　　申込期限　9月4日（火）

申し込み・問い合わせ先

中央公民館生涯学習課　†76－2713


